
バスツアー

四境戦争の戦跡

石見の国

中世の城下町益田

＊時刻は交通事情等により多少前後する場合があります。

＊スムースな乗降車にご協力ください。

スケジュール
2023.12.3  sun.

Iwami country bus tour 2023

吉敷地域文化振興協議会
https://www.yoshikibito.com/bunka/

扇原関門跡着



昼食は、創業80年の老舗旅館・市原家の「遊

行膳」。遊行膳とは、時宗の54代尊祐上人が

遊行で萬福寺に来訪した際に、警護などの任

務についた藩の役人をもてなした料理を昼食

として再現した精進風料理。

割烹仕出し 市原家
益田市本町5‐32

臨済宗 医光寺    

時宗 萬福寺

染羽天石勝神社

須佐歴史民俗資料館

三宅御土居跡益田市染羽町4-29

益田市東町25-33

益田市染羽町1-60

神亀2年（725）に瀧蔵権現と称して創建。

承平元年（931）別当寺勝達寺を建立し、

益田氏の庇護を受けて発展。明治の廃仏毀

釈に伴い勝達寺は廃絶。瀧蔵権現は社名を

染羽天石勝神社に改めた。天正9年

（1581）本殿焼失により益田元祥が再建。

本殿は重要文化財。

別館「益田館」 萩市須佐4441-19

萩藩永代家老益田家や育英館関係資

料、須佐唐津焼などを展示。隣接す

る益田家の屋敷「益田館」で当時の

民俗資料が展示。

益田氏の居館跡｡東西に残る高さ

５ｍの土塁が特徴。益田氏は、

関ヶ原合戦後に須佐に入るまで使

用した。七尾城跡とともに「益田

氏城館跡」として国史跡。

益田市三宅町8

もと天台宗崇観寺の塔頭。文明年間

（1469〜1486）雪舟がこの崇観寺の塔

頭のひとつに庭園を残した｡その後、17

代益田宗兼が医光寺として開いた。庭

園は国史跡及び名勝。

益田家の菩提寺。文明11年（1479）益田

兼堯が雪舟に石庭を造らせた。慶応2年

（1866）四境戦争石州口の戦いで、幕府軍

の陣営となり総門は焼失。本堂や庫裏はそ

のまま残っている。鎌倉時代の本堂は重要

文化財。庭園は国史跡及び名勝。

写真／益田市観光協会hp、島根県観光写真ギャラリー他より

【そめは あめのいわかつ じんじゃ】

【みやけ おどいあと】

【いちはらや】

【じしゅう まんぷくじ】

【りんざいしゅう いこうじ】


